
出エジプト記の結晶の学び 第 7週 メラとエリムの経験 

鳥

瞰 

 イスラエルの民は三日間、荒野を歩きましたが、水を見いださないことでつぶやきました。メラに着いてから水はありました

が、苦く、エホバの指示で気を水に投げ入れると、水が甘くなりました。これはエホバがいやし主であることを啓示します。わた

したちは彼のいやしを経験するために、彼と共に十字架につけられ一とされる必要があります。エリムに来てから、十二の水の泉

がありました。これは復活の命の経験であり、神の行政を遂行するためです。七十本のなつめやしの木は神の時代の行動の中で、

完全な勝利の経験です。「宿営した」という言葉が示していることは、神の民が豊富な命を享受し、戦いのために資格づけられ、

装備されことで、神の定められた御旨を完成します。 

 真理要点 経験適用 

１

日 

1.紅海からメラへの工程はちょ

うど三日でした。この霊的な意

義は何ですか？ 

2.神の選びの民がエジプトから

脱出し、荒野へと入りました。

荒野の霊的な意義は何ですか？ 

1.彼らが荒野で渇きのうちに三日間いたことは、彼らが三日間葬られ、死の中にあったことを意味します。三日

目は復活の日と考えられます。なぜなら主イエスは、三日目に復活させられたからです。イスラエルの子たちが

三日目にメラの苦い水に来た時、主はモーセに一本の木を示されました。そしてモーセがこの木をその水の中に

投げ入れると、水は甘くなりました。 

2.消極面では、荒野は、さまよう場所を表徴します。しかし、ここでは、積極面で、荒野は、この世から分離さ

れる場所を表徴します。三日の行程は、バプテスマに相当します。バプテスマは、キリストの死を通して、人々

をこの世から連れ出し、キリストの復活の中で、分離される領域である荒野の中へと人々をもたらします。 

２

日 

1.召会には多くの小言、不平、

つぶやきがありますが、わたし

たちはどのようであるべきです

か？ 

 

2.出エジプト記第 15章 26節は

どのようにして正しく解釈しま

すか？ 

1.もしある地方召会に多くの小言やつぶやきがあるなら、その召会には多くの病があるようになります。つぶや

くことは、敵があらゆる種類の疾病をもたらす道を開いてしまいます。小言もつぶやきもなく、主を賛美し、喜

びのゆえに叫ぶ必要があります。もしわたしたちが自分の状況の中で、復活のキリストと、生ける水の甘さを享

受しているなら、どんな疾病にもかからないでしょう。このことは、もしわたしたちの間に、飲むことのでき

る、甘い、生ける水があるなら、この生ける水から、自然に生けるおきてと規定があるようになることを表徴し

ます。わたしたちは、その生ける水、復活したキリストの甘い水から飲めば飲むほど、ますます規制されるでし

ょう。 

2.わたしたちの間には疾病や病気があるべきではありません。なぜなら、主がわたしたちをいやす方であり、彼

のいやしはその甘い水の中にあるからです。わたしたちは、わたしたちをいやす方である主を持っているので

す。メラで、律法が与えられる前でさえ、主はイスラエルの子たちのために、おきてと規定を与えられました。 

３

日 

1.民はメラの水が苦いのでつぶ

やき、主の指示で木を水の中に

投げ入れると、水は甘くなりま

した。この霊的な経験はどのよ

うなものですか？ 

2.イスラエルの民のメラでの経

験は一つの原則を描写していま

す。それを説明して下さい。 

1.苦い水をいやした木は、主がつけられた十字架を意味しています。キリストの十字架、唯一の十字架は、いや

す十字架です。わたしたちは十字架のビジョンを見る必要があります。わたしたちはこのビジョンを見て、キリ

ストの十字架をわたしたちの状況に適用します。すると直ちに、苦い水は甘くなります。わたしには、キリスト

の中へと真にバプテスマされた者はすべてこのような経験をしたという完全な確信があります。 

2.わたしたちは復活の領域の中を歩くとき、わたしたちが渇いても、天然の水はわたしたちの必要を供給するこ

とはないことを発見します。ただ苦い水を得ることができるだけです。わたしたちはそのような状況にあるとき

はいつであれ、木のビジョンを見て、それからこの木をわたしたちの環境に適用する必要があります。その時、

この木はわたしたちの状況をいやし、苦い水を甘いものに変えます。 

４

日 

1.主はどのようにして苦しい環

境の中で彼の十字架の経験を用

いて、わたしたちを試み証明し

ますか？ 

 

2.出エジプト記第 15章 26節で

の主が、イスラエルの民が病ん

でいて、いやしが必要だと言わ

れたのは何故ですか？ 

1.彼はわたしたちを試みることによって、わたしたちがどこにいるか、またわたしたちが何であるかを見せられ

ます。彼はわたしたちの動機、意図、願望を暴露します。十字架の経験ほどわたしたちを試みるものはありませ

ん。苦い環境における十字架の経験はわたしたちを試み、わたしたちの存在のあらゆる面を暴露します。真のい

やしは、わたしたちが十字架の対処を受けるときに起こります。わたしたちが征服され、神の声を聞いて、彼の

おきてに聞き従い、彼の戒めに服従するとき、わたしたちはいやされます。 

2.主イエスが言われたように、病んでいる人たちだけに医者の必要があります。イスラエルの子たちがエホバを

彼らのいやし主として必要としたという事実は、彼らが病んでいたことを示します。わたしたちは主のいやしを

必要とします。いやしの過程は、わたしたちがキリストの十字架によって触れられるときに起こります。十字架

によって触れられる唯一の道は、この木のビジョンを見て、キリストの十字架と一とされて、いやされる必要の

ある場所へと投げ入れることです。そうすることでわたしたちはいやしを得ます。 

５

日 

1.神の民がメラからエリムに移

動したことには、どのような霊

的に深い意義がありますか？ 

 

2.聖書の中の数字で、七、十、

十二、七十にはどのような意義

がありますか？ 

1.メラでのイスラエル人の経験は、十字架の経験を表徴します。わたしたちは十字架の経験をした後、上へ向か

って行くと期待するかもしれません。しかしながら、わたしたちは再び下へ向かって行くでしょう。なぜなら、

復活の経験は下降の方向にあるからです。わたしたちが下降方向への雲の柱に従うなら、エリムに到着するでし

ょう。そこには十二の水の泉と七十本のなつめやしの木があります。 

2.「七」という数は時間における完全さと全体的であるということを表徴します。「十」という数は完全を表徴

します。「十二」という数は神性と人生のミングリングを表徴し、神の行政を全体的に完全に、永遠にわたって

遂行するためです。「七十」という数は、神の満ち満ちた時代のために、時間において全体的で完全であること

を表徴し、 

６

日 

1.聖書の中でなつめやしの木は

何を表徴しますか？またその霊

的な意義は何ですか？ 

 

2.今日、わたしたちは強化さ

れ、神の軍隊となりたければ、

どのような霊的な経験を持つべ

きですか？ 

1.聖書でなつめやしの木は繁茂すること、満足の中で歓喜すること、打ち勝つことを表徴します。流れる命の成

長は、神聖な命の豊富とすべての事柄に対する勝利を表現します。啓示録第 7 章の大群衆はみな、しゅろ（なつ

めやし）の枝を持っており、大きな患難から出て来ました。これらのしゅろの枝は、命の豊富と命の勝利の両方

を表徴します。 

2.わたしたちが今日、神の軍隊として強化されたいなら、わたしたちもまず十二の泉の流れと七十本のなつめや

しの木の成長を経験しなければなりません。その時はじめて、わたしたちは軍隊として資格づけられ装備され

て、神の定められた御旨のために戦います。主の回復の中で、わたしたちは霊的戦いに従事しているという感覚

を持っています。わたしたちはまた十字架と復活を経験する必要があります。すなわち、わたしたちはメラを通

過してエリムに到着しなければなりません。 

ま 

と

め 

 召会の中で聖徒がつぶやきや争いがあるとき、それは召会に確実に多くの疾病があるということです。つぶやくことは敵に対し

て門を開き、容易にあらゆる種類の疾病をもたらしてしまいます。これは聖徒に活ける水の供給が不足していると言えます。わた

したちの生活には多くの苦しい環境があり、わたしたちはキリストをその木（十字架）として、わたしたちの環境へと投げ入れ

て、癒される必要があります。そうすることで苦い状況を甘くさせます。そのために、わたしたちはキリストの十字架と結合さ

れ、彼に征服され、神の言葉を聞き、神の戒めに服従する必要があります。 

 


